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【目的】 

スポーツ選手の型への当てはめを週刊誌が見出

しでどのように行っているかを分析し、どの選手

に対して贔屓目で扱っているのか、批判的に扱っ

ているかなどを様々な角度から見ることで、選手

個々にどういったレッテルを貼って報道している

のかを調べた。 

その結果から、週刊誌を含めたメディアがスポ

ーツ選手をどれだけスポーツの競技者として捉

えているのか、また、どれほどスポーツ以外の要

素を含んだ形で報道しているのかを見て、総じて、

メディアがスポーツ選手という枠をどう考えて

報道し、メディア自らをどう捉えて報道主体とし

ているのかを研究した。 

 

【方法】 

過去3年分（2006年～2008年）の朝日新聞縮刷版

を使い、掲載の広告記事の中から週刊誌16誌の広

告からスポーツ選手に関する見出しの文字を抜粋

した。対象人物は調査時期に現役スポーツ選手と

して活動しており、かつ各分野で代表的な選手に

焦点を当てた。（オリンピック等の一時的時期に

扱われる選手は含まない） 

それを基にExcelに週刊誌名、掲載日付、見出し

文字、対象者を書き出した表を使い、個別の見出

し内容から「スポーツ（スポーツ選手として扱っ

たもの）」「異性（交際・結婚等の異性関係）」

「セクシャル（浮気・不倫等の不貞な異性関係）」

「その他」で分類した。この分類を基に、個々に

対する記述から、多く見られる表現、否定的な印

象を与える表現、称賛的な表現、他者と同様の表

現に着目して、どのように選手を位置づけ報道し

ているかを調査した。 

 

【結果】 

3 年間 1200 項目のうち、「スポーツ」は 399件

（全体の 33%）、「異性」は 98件（全体の 8%）、「セ

クシャル」は 10 件（全体の 1%）、「師弟関係」は

4件（全体の 0%）、「その他」は 689件（全体の 58%）

であった。（図 1） 

スポーツ選手に関して、異性関係の話題はほと

んど注目されないジャンルであるようだ。一つの

ジャンルに当てはまらない「その他」の数が圧倒

的に多く、反対に、「師弟関係」はほぼ 0 に等し

い。この結果から、スポーツ選手の場合、扱われ

る内容は分散しやすく、特定のジャンルに偏らな

いことが分かった。 

 

図 1 見出しの内容別比率 

 

【考察】 

テレビメディアは、スポーツ選手の様々な繋ぎ

合わされた映像を使い、それを称賛的や批判的に

伝え、スポーツ選手の人格のイメージを視聴者に

刷り込む。週刊誌は、テレビでは伝えられなかっ

たと強調することで、内容をさらに掘り下げ、よ

り強力な価値観を読者に刷り込ませる。多くの読

者はその情報を鵜呑みにしてしまう。そして、刷

り込まれた価値観を共通の認識話題として他者に

共感を求めることで、その価値観の正当化をしよ

うとする。 

私たちは、テレビや新聞、雑誌、インターネッ

ト等の間接的に入る全ての情報が真実であるかを

判断することは非常に難しい。しかしながら、間

接的に伝わるからといって、私たちが情報を得る

ことの多いメディアという手段を断ち切ることは

不可能に近い。 

私たちは、間接的に入ってきた情報を安易に鵜

呑みにせず、その報道が何を伝えているのかとい

うこと以上に、「編集者が私たちに何を伝えよう

としているのか」ということを考え情報を得るこ

とが、私たちがメディアからの情報を真実である

と信じ込まないために今できる最良のメディア

と向き合い方であると考えている。 


